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この報告集は、 2003 年 12 月 1 日から 5 日まで京大数理解析研究所で
行われた研究集会「代数的整数論とその周辺」 の報告集です。
今年度も昨年度と同じく、 田口雄一郎氏 (九州大・数理) と私が研究代

表者を勤めさせて頂きましたが、プログラムの作成にあたっては、尾崎

学氏 (島根大・総合理工) と都築暢夫氏 (広島大・理) にもプログラム委員
として参加して頂きました。例年通り大変多くの方々の出席を頂き、活
発、盛況な集会になりました。講演者、参加者の皆様に感謝致します。ま

た、集会を開くにあたって、 さまざまな点で助けて下さった数理研の玉
川安騎男氏に心から感謝致します。
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